
岡山の記憶 第９号・2007 年 32 

一
．
は
じ
め
に 

 

二
〇
〇
六
年
四
月
二
八
日
に
国
会
へ
提
出
さ
れ
た
政

府
の
「
教
育
基
本
法
案
」
は
、
一
二
月
一
五
日
に
、
自

由
民
主
党
と
公
明
党
の
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
成

立
し
た
。同
日
、「
防
衛
庁
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
」（
防
衛
庁
を
防
衛
省
に
昇
格
さ
せ
る
法
案
）

も
成
立
し
、
海
外
派
兵
が
自
衛
隊
の
本
来
任
務
に
繰
り

入
れ
ら
れ
た
。 

 

ま
た
、こ
の
国
会
で
の
成
立
は
見
送
ら
れ
た
も
の
の
、

「
犯
罪
の
国
際
化
及
び
組
織
化
並
び
に
情
報
処
理
の
高

度
化
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
」（
い
わ
ゆ
る
共
謀
罪
を
規
定
す
る
法
案
）
や
、

「
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
案
」   

（
い
わ
ゆ
る
国
民
投
票
法
案
）
が
継
続
審
議
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
法
律
案
は
、
日
本
国
憲
法
に
も
と
づ

く
国
家
体
制
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
も
の
で
あ
り
、

「
五
年
以
内
の
憲
法
改
正
」
を
公
約
す
る
安
倍
内
閣
の

も
と
で
、
日
本
は
、
「
戦
争
す
る
国
」
へ
大
き
く
舵
を  

切
っ
た
感
が
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
、
教
育
基
本
法
を
め
ぐ
る
政
府
と
国
会
の

動
き
に
対
し
て
、
岡
山
県
に
お
い
て
も
、
こ
れ
に
賛
成

す
る
勢
力
と
反
対
す
る
勢
力
の
双
方
か
ら
の
運
動
が
強

め
ら
れ
た
。
岡
山
県
議
会
の
九
月
定
例
会
で
は
、
自
由

民
主
党
県
議
団
が
提
出
し
た
「
教
育
基
本
法
案
の
早
期

成
立
を
求
め
る
意
見
書
案
」（
以
下
「
意
見
書
」）
が
可

決
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
一
月
一
八
日
に
、
連

合
系
の
岡
山
県
教
職
員
組
合
が
主
催
し
た
「
教
育
基
本

法
改
悪
反
対
県
民
集
会
」
に
、
全
労
連
系
の
岡
山
県
高

等
学
校
教
職
員
組
合
が
参
加
し
て
、
四
〇
〇
〇
人
の
集

会
・
デ
モ
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
総
評
の
解
散
と
連
合
の

発
足
以
来
、
共
闘
が
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
る
両
教

職
員
組
合
が
、
共
同
の
行
動
に
と
り
く
ん
だ
こ
と
は
、

歴
史
の
転
換
点
と
も
い
え
る
重
大
な
情
勢
を
反
映
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

本
稿
で
は
、
九
月
県
議
会
で
可
決
さ
れ
た
「
意
見
書
」

の
内
容
を
検
討
し
、
教
育
基
本
法
「
改
正
」
を
求
め
る

勢
力
の
ね
ら
い
と
問
題
点
を
分
析
し
た
い
。 

二
．
九
月
県
議
会
で
可
決
さ
れ
た 

 
 
 
 
 
 
 

「
意
見
書
」
の
内
容 

 

九
月
二
六
日
、
自
由
民
主
党
岡
山
県
議
団
の
文
教
委

員
会
所
属
議
員
六
人
が
「
意
見
書
」
案
を
提
出
し
、
翌

二
七
日
に
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は 

次
頁
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。 

三
．「
意
見
書
」
の
論
理
的
破
綻 

 

岡
山
県
議
会
で
は
、
二
〇
〇
三
年
二
月
の
陳
情
、
同

年
一
一
月
の
意
見
書
、二
〇
〇
四
年
六
月
の
意
見
書
と
、

教
育
基
本
法
の
早
期
改
正
を
求
め
る
議
決
を
お
こ
な
っ

て
き
て
お
り
、
今
回
が
四
回
目
で
あ
る
。
今
回
は
、
国

会
に
政
府
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
状
況
で
出
さ
れ
た
も

の
だ
が
、
趣
旨
は
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
同
様
、
①
制
定

か
ら
六
〇
年
近
く
経
過
し
た
、
②
現
在
の
教
育
が
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
、
③
し
た
が
っ
て
教
育
の
根
本

に
さ
か
の
ぼ
っ
た
改
革
が
必
要
で
あ
る
、
と
の
理
由
で
教

育
基
本
法
の
早
期
改
正
を
求
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

岡
山
の
十
五
年
戦
争
を
考
え
る
研
究
集
会
・
報
告
④ 

 

教
育
基
本
法
「
改
正
」
を
め
ぐ
る
岡
山
の
動
き 

 

村
田 

秀
石 
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教育基本法案の早期成立を求める意見書案 

 
 上記の議案を別記のとおり岡山県議会会議規則第１５条の規定により提出します。 
 
  平成１８年９月２６日 
 
  岡山県議会議長 三 村 峰 夫 殿 
 

提出者 岡山県議会議員 蓮 岡 靖 之 
中 尾 哲 雄 
蜂 谷 勝 司 
戸 室 敦 雄 
波 多 洋 治 
遠 藤 康 洋 

 
（別記） 

教育基本法案の早期成立を求める意見書（案） 
 
 現行の教育基本法は、昭和 22年の制定以来、60年近く経過したが、その間一度も改正されていな

い。 
 当時とは社会状況が大きく変化する中、教育全般についてさまざまな問題が生じており、青少年の

凶悪犯罪の増加、教育現場における学級崩壊やいじめの深刻化、家庭や地域社会における教育力の低

下など、我が国の教育は多くの課題を抱えており、教育改革は国民的な課題となっており、教育の根

本にさかのぼった改革が求められている。 
 このため、現行法の基本理念は引き続き規定するとともに、今日極めて重要な教育の理念・原則を

明確にするため、教育基本法を改正し、我が国の未来を切り拓く教育の基本を確立しその振興を図ら

ねばならない。 
 よって、国におかれては、さきの国会において継続審議となった教育基本法案について、次の事項

について修正し、できるだけ早期に成立されるよう強く要望する。 
 １ 「国を愛する態度」を「国を愛する心」に修正すること 
 ２ 「宗教的情操の涵養」を盛り込むこと 
 ３ 「教育は不当な支配に服することなく」を削除すること 
 
 以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。 
 
 （提出先） 
  内閣総理大臣 
  総務大臣 
  文部科学大臣 
  内閣官房長官 
  衆議院議長 
  参議院議長 
 



岡山の記憶 第９号・2007 年 34 

 

た
だ
し
、
こ
の
「
意
見
書
」
は
、
い
く
つ
か
の
点
で

論
理
的
に
破
綻
し
て
い
る
。 

 
第
一
に
、
現
在
の
教
育
が
抱
え
る
課
題
と
し
て
、
青

少
年
の
凶
悪
犯
罪
の
増
加
、
教
育
現
場
に
お
け
る
学
級

崩
壊
や
い
じ
め
の
深
刻
化
、
家
庭
や
地
域
社
会
に
お
け

る
教
育
力
の
低
下
と
い
っ
た
問
題
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
課
題
と
教
育
基
本
法
の
規
定
が
ど
の
よ

う
に
結
び
つ
く
の
か
、ま
っ
た
く
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
教
育
基
本
法
を
「
改

正
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
理
解
で
き
な
い
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
こ
れ
ま
で
の
陳
情
や
意

見
書
と
同
様
で
あ
る
。 

 

第
二
に
、
国
会
に
政
府
案
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
を
も

と
に
審
議
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、

「
修
正
」
を
求
め
つ
つ
「
早
期
に
成
立
」
を
要
望
す
る

と
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
か
。
法
案
の
中
身
を

「
修
正
」
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
修
正
案
の
提
出
や
審
議

の
や
り
直
し
が
必
要
で
あ
り
、「
早
期
に
成
立
」さ
せ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
本
当
に
「
早
期
に
成
立
」
さ
せ
た

い
の
で
あ
れ
ば
、
法
案
の
「
修
正
」
を
求
め
る
の
は
筋

違
い
で
あ
る
。
こ
の
「
意
見
書
」
を
受
け
取
っ
た
政
府
・

国
会
は
困
惑
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

第
三
に
、
「
教
育
は
不
当
な
支
配
に
服
す
る
こ
と
な

く
」
を
削
除
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
政

府
案
は
、「
改
正
」
前
の
第
十
条
（
教
育
行
政
）
に
あ
っ

た
「
教
育
は
、
不
当
な
支
配
に
服
す
る
こ
と
な
く
、
国

民
全
体
に
対
し
直
接
に
責
任
を
負
つ
て
行
わ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
」
の
う
ち
、
後
半
部
分
を
「
こ
の
法
律
及

び
他
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
べ
き

も
の
」
と
変
更
し
て
い
る
が
、
前
半
部
分
は
そ
の
ま
ま

残
し
て
い
る
。「
意
見
書
」
は
、
こ
の
前
半
部
分
の
削
除

を
求
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
、
教
育
基
本
法
の
「
改

正
」
を
求
め
る
勢
力
は
、「
〝
不
当
な
支
配
〟
と
は
、
一

部
の
教
職
員
組
合
や
民
間
団
体
が
教
育
に
口
出
し
す
る

こ
と
で
あ
り
、
教
育
行
政
が
法
律
に
も
と
づ
い
て
お
こ

な
う
施
策
に
つ
い
て
は
〝
不
当
な
支
配
〟
に
あ
た
ら
な

い
」と
い
っ
た
主
張
を
展
開
し
て
き
て
い
た
。そ
れ
が
、

一
転
し
て
「
教
育
は
、
不
当
な
支
配
に
服
す
る
こ
と
な

く
」
の
削
除
を
求
め
る
と
は
、
ど
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら

か
。
教
職
員
組
合
や
民
間
団
体
が
教
育
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
を
容
認
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
行
政
や
議
会
の
教
育
介
入
を
「
不
当
な
支
配
」

と
認
め
た
上
で
、
こ
れ
を
ど
ん
ど
ん
す
す
め
よ
う
と
い
う

の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
理
解
し
が
た
い
要
望
で
あ
る
。 

四
．
日
本
会
議
の
要
求
と
共
通
す
る 

 
「
意
見
書
」 

 

岡
山
県
議
会
の
「
意
見
書
」
の
背
景
に
は
、
改
憲
・

右
翼
団
体
で
あ
る
日
本
会
議
の
動
き
が
あ
る
。 

 

日
本
会
議
は
、
一
九
九
七
年
に
「
日
本
を
守
る
国
民

会
議
」
と
「
日
本
を
守
る
会
」
と
が
統
合
し
て
結
成
さ

れ
た
運
動
団
体
で
、「
新
憲
法
の
提
唱
」
を
柱
に
、
元
号

法
制
化
、「
新
し
い
歴
史
教
科
書
」の
編
纂
な
ど
右
翼
的

な
主
張
を
か
か
げ
て
運
動
を
展
開
し
て
き
た
。
日
本
会

議
は
、「
教
育
基
本
法
の
改
正
」も
運
動
の
柱
に
す
え
て

き
た
が
、
政
府
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
て
か
ら
は
、
以

下
の
三
点
の
修
正
を
求
め
て
い
た
。 

 

①
国
を
愛
す
る
「
態
度
」
を
、
国
を
愛
す
る
「
心
」

と
改
め
る
。 

 

②
「
宗
教
的
情
操
の
涵
養
」
を
明
記
す
る
。 

 

③
「
不
当
な
支
配
に
服
す
る
こ
と
な
く
」
を
削
除
す

る
。 

 

こ
れ
ら
の
項
目
は
、
岡
山
県
議
会
の
「
意
見
書
」
の

修
正
要
望
項
目
と
ぴ
っ
た
り
一
致
し
て
い
る
。 

 

①
の
「
愛
国
心
」
に
か
か
わ
る
議
論
は
、
自
由
民
主

党
と
公
明
党
に
よ
る
「
与
党
・
教
育
基
本
法
改
正
に
関

す
る
協
議
会
」
で
も
展
開
さ
れ
、
自
由
民
主
党
側
が
公

明
党
の
主
張
に
配
慮
す
る
形
で
、
「
郷
土
や
国
を
愛
す

る
態
度
」
と
さ
れ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

教
育
上
「
心
」
を
評
価
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
外
部
に
表

れ
る
「
態
度
」
で
し
か
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、「
国

を
愛
す
る
心
」
で
も
「
国
を
愛
す
る
態
度
」
で
も
本
質

的
な
違
い
は
な
い
。
な
お
、
日
本
会
議
は
、
政
府
案
の

「
他
国
を
尊
重
し
」
を
「
他
国
へ
の
理
解
を
深
め
」
に

改
め
る
よ
う
求
め
て
も
い
る
。「
他
国
」に
関
す
る
記
述

で
は
、心
情
に
か
か
わ
る
部
分
の
変
更
を
求
め
て
お
り
、

偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
あ
お
る
も
の
で
あ
る
こ
と

は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。 

 

②
に
つ
い
て
、
日
本
会
議
は
、
天
皇
・
首
相
・
閣
僚

に
よ
る
靖
国
神
社
参
拝
や
靖
国
神
社
の
国
家
護
持
を
す

す
め
る
運
動
を
展
開
し
て
お
り
、
こ
れ
と
の
関
連
を
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
「
宗
教
的
情
操
の
涵

養
」に
つ
い
て
も
、前
述
の
与
党
協
議
会
で
議
論
さ
れ
、

「
愛
国
心
」
に
か
か
わ
る
問
題
と
同
様
、
公
明
党
の
主
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張
に
配
慮
す
る
形
で
盛
り
込
ま
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
法
律
に
「
宗

教
的
情
操
の
涵
養
」
を
盛
り
込
ん
だ
り
、
靖
国
神
社
に

公
的
な
お
墨
付
き
を
与
え
た
り
す
る
こ
と
は
、
戦
前
の

国
家
神
道
が
、
無
宗
教
を
装
っ
て
国
民
の
信
教
の
自
由

を
奪
っ
て
い
っ
た
歴
史
に
照
ら
し
て
、
許
さ
れ
な
い
こ

と
で
あ
る
。 

 

③
に
つ
い
て
、
日
本
会
議
は
、「
最
低
で
も 

〝
教
育

は
〟 

を 

〝
教
育
行
政
は
〟 
に
改
め
る
」と
要
望
し
て

お
り
、「
不
当
な
支
配
」の
主
体
か
ら
教
育
行
政
を
除
外

し
よ
う
と
す
る
ね
ら
い
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
も
、
前
述
の
与
党
協
議
会
で
議
論
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
る
内
容
だ
が
、
さ
す
が
に
、
最
高
裁
判
所
の
判
例

や
政
府
の
公
式
見
解
と
の
整
合
性
が
つ
か
ず
、
「
教
育

は
、
不
当
な
支
配
に
服
す
る
こ
と
な
く
」
と
い
う
文
言

が
残
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

し
か
し
、
教
育
が
「
国
民
全
体
に
対
し
直
接
に
責
任

を
負
つ
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
の
規
定
が
削
除
さ

れ
、
「
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
べ
き

も
の
」
と
さ
れ
た
こ
と
で
、
教
育
が
責
任
を
負
う
主
体

が
、
国
民
か
ら
国
会
と
政
府
に
転
換
し
て
い
る
点
は
重

要
で
あ
る
。
事
実
上
、
国
会
と
政
府
は
「
不
当
な
支
配
」

の
主
体
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
上
意
下
達
の

教
育
が
ま
か
り
と
お
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
大
日

本
帝
国
憲
法
下
で
、「
法
律
ノ
範
囲
内
ニ
於
テ
」と
し
て
、

国
民
の
自
由
が
制
限
さ
れ
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
歴
史

も
想
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
 

実
際
に
、
政
府
の
「
教
育
基
本
法
案
」
が
国
会
を
通

過
し
た
後
、
伊
吹
文
明
文
部
科
学
大
臣
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ

レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
こ
た
え
て
、
「
国
民
の
代
表

で
あ
る
国
会
議
員
が
決
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
教
育

現
場
も
従
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が

民
主
主
義
と
い
う
も
の
」
と
い
っ
た
旨
の
発
言
を
し
て

い
る
。
し
か
し
、
法
律
は
多
数
決
で
決
せ
ら
れ
る
が
、

教
育
や
福
祉
の
内
容
な
ど
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
事

項
は
、
多
数
決
に
は
な
じ
ま
な
い
。
特
に
、
教
育
に
お

い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
発
達
を
保
障
す
る
よ
う
最
善

を
尽
く
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
発
達
障
害

を
も
つ
者
や
経
済
的
困
窮
者
、
在
日
外
国
人
や
民
族

的
・
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
異
に
す
る
者
な
ど
、

教
育
上
の
課
題
を
も
つ
少
数
者
の
権
利
を
保
障
す
る
こ

と
こ
そ
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
伊
吹
氏
の
発

言
は
、
こ
う
し
た
教
育
の
本
質
を
理
解
し
な
い
も
の
と

言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。 

五
．
教
育
基
本
法
「
改
正
」
の
真
の 

 
 

ね
ら
い
は 

 

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
教
育
基
本
法
「
改

正
」
の
動
き
は
、
一
見
、
国
家
主
義
的
な
色
彩
が
目
立

つ
が
、
政
府
に
よ
る
実
際
の
「
教
育
改
革
」
は
、
新
自

由
主
義
に
も
と
づ
い
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

は
、
新
旧
の
教
育
基
本
法
に
う
た
わ
れ
た
「
自
他
の
敬

愛
と
協
力
」
と
は
程
遠
い
、「
競
争
と
自
己
責
任
」
が
強

調
さ
れ
て
い
る
。 

 

岡
山
県
に
お
い
て
も
、
通
学
区
の
拡
大
・
弾
力
化
、

教
育
課
程
と
入
試
の
多
様
化
、
学
校
統
廃
合
、
県
立
中

高
一
貫
校
の
創
設
な
ど
「
学
校
の
特
色
づ
く
り
」
を
口

実
と
し
た
教
育
予
算
の
差
別
的
配
分
が
す
す
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
学
校
間
競
争
を
あ
お
る
と

と
も
に
、子
ど
も
や
親
に
対
し
て
は
、「
選
択
と
自
己
責

任
」
の
名
の
も
と
に
教
育
格
差
を
受
忍
さ
せ
る
性
格
を

持
っ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
「
教
育
改
革
」
は
、
競
争
に
よ
っ
て
一
部

の
「
エ
リ
ー
ト
」
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
市
場
原
理

か
ら
見
て
「
無
駄
」
な
教
育
予
算
を
削
減
す
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
お
り
、
国
際
競
争
に
勝
ち
抜
き
、
教
育
や
社

会
保
障
に
か
か
わ
る
負
担
を
免
れ
よ
う
と
す
る
財
界
の

要
請
に
こ
た
え
る
も
の
と
い
え
る
。 

 

よ
く
見
る
と
、
政
府
の
「
教
育
基
本
法
案
」
に
も
、

新
自
由
主
義
的
な
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、義
務
教
育
の
内
容
と
し
て
、「
自
立
的
に
生
き

る
基
礎
を
培
」
う
と
あ
り
、
家
庭
教
育
の
項
で
は
、「
自

立
心
を
育
成
」
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
自

立
」
の
強
調
は
、
国
民
に
対
し
て
「
政
府
に
頼
ら
ず
自

立
せ
よ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
た
め
の
も
の

と
思
わ
れ
る
。（
ち
な
み
に
、「
改
正
」
前
の
教
育
基
本

法
に
「
自
立
」
の
語
句
は
な
い
。） 

 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
施
策
が
す
す
め
ら
れ
れ
ば
、

必
然
的
に
国
民
間
の
教
育
格
差
が
拡
大
し
、
そ
れ
は
、

経
済
的
格
差
に
も
結
び
つ
か
ざ
る
を
え
な
い
。
ご
く
一

部
の
勝
ち
組
「
エ
リ
ー
ト
」
が
優
遇
さ
れ
る
一
方
で
、

大
多
数
の
国
民
は
、
十
分
な
教
育
や
所
得
を
保
障
さ
れ

ず
、
膨
大
な
貧
困
層
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね

な
い
。
当
然
、
国
内
経
済
は
疲
弊
し
、
治
安
も
悪
化
す
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る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
「
自
己

責
任
」
や
「
自
立
」
を
強
調
さ
れ
て
も
、
納
得
で
き
る

者
は
少
な
い
の
で
、
い
き
お
い
、「
愛
国
心
」
を
振
り
か

ざ
し
て
、
強
権
的
に
国
民
の
不
満
を
抑
え
つ
け
る
し
か

な
い
。 

 

教
育
基
本
法
「
改
正
」
の
真
の
ね
ら
い
は
、
新
自
由

主
義
的
施
策
が
生
み
出
す
矛
盾
を
、
国
家
主
義
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
で
抑
圧
す
る
こ
と
に
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
教

育
の
共
同
性
や
教
育
行
政
の
教
育
条
件
整
備
に
か
か
る

責
任
を
後
退
さ
せ
つ
つ
、
教
育
の
国
家
統
制
を
強
め
よ

う
と
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。 

六
．
お
わ
り
に 

 

一
二
月
三
日
に
、
第
九
回
研
究
集
会
で
本
報
告
を
お

こ
な
っ
た
時
点
で
は
、
政
府
の
「
教
育
基
本
法
案
」
は

参
議
院
に
お
い
て
審
議
中
で
あ
っ
た
。
当
初
伝
え
ら
れ

た
一
二
月
七
日
・
八
日
の
採
決
は
見
送
ら
れ
た
も
の
の
、

会
期
末
ぎ
り
ぎ
り
の
日
程
で
採
決
さ
れ
た
。 

 

お
り
し
も
、
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
や
必
修
科
目
の
未

履
修
が
社
会
問
題
と
な
り
、
内
閣
府
や
文
部
科
学
省
主

催
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
「
や
ら
せ
」
が

発
覚
す
る
な
ど
、
教
育
行
政
に
対
す
る
国
民
の
不
信
感

が
高
ま
っ
て
お
り
、
教
育
基
本
法
の
「
改
正
」
を
求
め

る
勢
力
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
以
上
時
間
を
か
け
ら
れ
な

い
状
況
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
教
育
の
根
本
に
さ

か
の
ぼ
っ
た
改
革
」
と
い
う
掛
け
声
と
は
裏
腹
に
、
新

教
育
基
本
法
は
み
じ
め
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な

っ
た
。 

 

振
り
返
る
と
、
教
育
基
本
法
「
改
正
」
の
論
議
は
、

二
〇
〇
三
年
三
月
二
〇
日
の
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申

を
う
け
て
本
格
化
し
た
。
奇
し
く
も
こ
の
日
は
、
ア
メ

リ
カ
軍
と
イ
ギ
リ
ス
軍
が
イ
ラ
ク
へ
の
空
爆
を
開
始
し

た
日
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
三
年
後
、
政
府
は
「
教
育
基

本
法
案
」
を
国
会
へ
提
出
し
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月
十

五
日
、
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
を
本
来
任
務
と
す
る
防
衛

省
と
と
も
に
成
立
し
た
。
イ
ラ
ク
戦
争
と
と
も
に
論
議

が
本
格
化
し
、
防
衛
省
と
と
も
に
成
立
す
る
。
こ
の
歴

史
的
事
実
は
、
教
育
基
本
法
「
改
正
」
の
動
き
が
行
き

着
く
先
を
物
語
っ
て
い
る
。 

 

「
改
正
」
前
の
教
育
基
本
法
は
、
世
界
に
不
戦
を
誓

っ
た
日
本
国
憲
法
と
一
体
の
法
律
で
あ
っ
た
。
今
後
、

憲
法
を
変
え
る
動
き
が
加
速
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

平
和
主
義
、
国
民
主
権
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
と
い
っ

た
憲
法
の
諸
原
則
が
、
根
本
的
に
問
わ
れ
る
段
階
に
い

た
っ
て
い
る
。 

 

な
お
、
今
回
の
報
告
に
際
し
て
は
、
岡
山
県
高
等
学

校
教
職
員
組
合
の
小
椋
千
寿
子
さ
ん
に
、
資
料
の
提
供

等
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。 

（
む
ら
た 

し
ゅ
う
せ
き
） 

       

        


